
 

 

 

定例プレスリリース（令和 8 年 10 月 19 日） 

 
１． 酒田市まちなかエリアプラットフォームキックオフイベント 

「まちなか妄想会議－中町エリアの未来を考えよう！－」を開催します 

（都市デザイン課） 

２． 地域おこし協力隊活用説明会を開催します（地域みらい創生課） 

３． ～言葉の壁を越えてつながる～国際交流運動会を開催します（共生社会課） 

４． ウィズ講座「こどもを守るための性教育～小学生の時期に知っておくべき

こと～」を開催します（共生社会課）   

５． 酒田市前田福祉賞および酒田市社会福祉協議会表彰式典を開催します 

（地域福祉課） 

６． 第 59回ひらた文化祭を開催します（平田総合支所） 

７． 生涯学習まつり 2026を開催します（社会教育課） 

８． 酒田市休日診療所 11月の診療日のお知らせ（健康課） 

  

 

定例プレスリリースは原則週一回、毎週月曜日に行います（月曜日が休日およ

び祝日の場合は翌平日）。 

次回の定例プレスリリースは令和 8年 10月 26日（月）に行います。 

 

 

 

 

 
●プレスリリースに関するお問い合わせ 

総務課広報広聴係 中川 

TEL 26-5706 FAX 26-3688 

Eメール koho@city.sakata.lg.jp 

 



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

酒田市まちなかエリアプラットフォームキックオフイベント 

「まちなか妄想会議－中町エリアの未来を考えよう！－」 

を開催します 
 

去る 8 月 27 日に設立された酒田市まちなかエリアプラットフォーム（以下

「ＡＰ」）のキックオフイベントとして「まちなか妄想会議－中町エリアの未来

を考えよう！－」を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時／10月 31日（土）午前 10時～11時 30分 

場 所／中町にぎわい健康プラザ 1階 集いの広場 

内 容／【前半】情報インプット－いま、動き出していること－…ＡＰメンバ

ーによる事例紹介など 

【後半】妄想タイム－あなたならまちなかをどう使う－…参加者によ 

るアイデア会議など 

◆詳細は別紙レジュメを参照してください。 

◆12月 19日（土）には、東北芸術工科大学教授で㈱オープン・エー代表取締役

の馬場 正尊氏を講師に迎え、ＡＰ設立記念シンポジウム「中町エリアの未来

を描く公開企画会議（仮称）」を開催予定です。詳細が決定し次第、あらため

てご案内します。 

 

 

 

 

◆ポイント 

○ＡＰ設立後、初のイベントとなります。 

○10月 15日時点で、市民（一般、大学生、高校生）、ＡＰ会員など約 20人が

参加予定です。 

○本市都市政策アドバイザーで、ＡＰアドバイザーでもある、東北芸術工科

大学准教授 加藤 優一氏をファシリテーターに迎え、中町エリアの未来を

共に考えます。 

●お問い合わせ 

都市デザイン課 大井正紀 

TEL 26-6274 FAX 26-6482 



本日のアジェンダ -Agenda-

【前半】 情報インプット－いま、動き出していること－

・ はじめに

・ 中心市街地再生の意義・参考事例／加藤優一氏（東北芸術工科大学准教授）

・ 酒田市まちなかグランドデザインについて／酒田市都市デザイン課

・ 旧清水屋について／清水屋暫定利用・再生プロジェクトチーム

・ まちなか居住事例紹介／ＵＲ都市機構

－休憩－

【後半】 妄想タイム－あなたならまちなかをどう使う－

・ アイデア会議

・ 終わりに

日時／１０月３１日（土）午前10時～11時30分 場所／中町にぎわい健康プラザ

－中町エリアの未来を考えよう！－

【パネリスト】

菅原 脩太 さん 【こ家プロジェクト】

齋藤 知明 さん 【酒田コミュニティ財団】

藤田 篤子 さん 【本市へ移住された方】

佐藤  圭 さん 【東北公益文科大学学生】

齋藤 徹平 さん 【㈱良品計画】

古谷 信人 さん 【㈱良品計画】

【ファシリテーター】

㈱Liquitous 栗本 拓幸 さん

酒田市まちなかエリアプラットフォームキックオフイベント

ま なか妄想会議ち

▲ファシリテーター／加藤優一氏



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

 

地域おこし協力隊活用説明会を開催します 

 

 

このたび、新たに地域おこし協力隊の募集を検討したいコミュニティ振興会・

民間事業者・団体向けの説明会を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時／10月 29日（木）午後 1時～3時（予定） 

場 所／市役所 3階 第一委員会室 

対 象／新たに地域おこし協力隊の募集を検討したい市内のコミュニティ振興

会・民間事業者・団体など 

定 員／20人程度 

費 用／無料 

 

●お問い合わせ 

地域みらい創生課関係人口創出係 金（こん） 

TEL 43-8321 FAX 22-3910 

Eメール mirai-sousei@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

〇地域おこし協力隊（以下、協力隊）は、地域課題の解決に向け都市部から地

方へ移住して地域活性化に取り組む制度である。 

○協力隊は行政や地域、民間事業者などが抱える課題のうち公益性のある地

域課題の解決をミッションとして地域活性化に取り組む外部人材で、本市

では任期終了後の定住・定着もあわせて目指している。 

〇本市は協力隊の隊員数県内ナンバー1を目指しており、令和 8年 10月 1日

現在の隊員数は 13名となっている。 

〇協力隊の受け入れにあたっては、協力隊制度の趣旨や仕組みについての理

解が必要不可欠なことから、新たに協力隊の募集を検討したい団体などに

向けた説明会を開催する。 



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

～言葉の壁を越えてつながる～ 

国際交流運動会を開催します 
 

 スポーツイベントを通じて、外国人も日本人も一緒に楽しく交流を図ることを

目的とした国際交流運動会を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時／11月 1日（日）午前 10時～午後 3時 

場 所／電機鉄工武道館 

主 催／酒田市スポーツイベント「国際交流運動会」実行委員会 

内 容／ 

 【午前の部】 

  ・開会式 

  ・段ボールベッド組み立て競争、方言クイズ、モルック 

 【ランチタイム】 

  ・芋煮ランチ交流会 

 【午後の部】 

  ・紙ひこうき選手権、借り人競争、チェッコリ玉入れ、おたまリレー 

  ・アトラクション 

  ・閉会式 

◆この事業は笹川スポーツ財団（SSF）アクティブチャレンジの助成を受けて実

施するものです。 

 

 

 

 

●お問い合わせ 

共生社会課男女共同参画・多文化共生係 

釼持、余語、今野 

TEL 26-5615、FAX 26-5617 

Eメール kokusai@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○言葉の壁を越えて地域の日本人と外国出身者が交流することで、お互いに理

解し合い尊重し合える多文化共生社会の実現を目指します。 

○イベントを通じて、外国人が地域に溶け込み、長く地域に住んでもらえる環

境作りを促進します。 





 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

ウィズ講座「こどもを守るための性教育～小学生の

時期に知っておくべきこと～」を開催します 
 

 このたび、市民を対象に標記講座を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／●月●日（●）午前●時～午後●時 

 

日 時／11月 7日（土）午前 10時～正午 

場 所／交流ひろば 2階 交流室 

講 師／助産師・性教育講師 熊坂 はつみ氏 

内 容／ ・小学生の発達と性教育の必要性 

・家庭でできる性教育と伝え方 

・自分の身体と相手の身体を大切にすること 

・SNS・インターネット上の性情報から子どもを守る 

・性被害を防ぐために大人ができること など 

 

 

●お問い合わせ 

共生社会課男女共同参画推進センター・ウィズ  

小野、公平 

TEL 21-0826 FAX 26-5617 

Eメール kyousei@city.sakata.lg.jp 

（問い合わせ先には担当者名も明示してください） 

（テキストボックスの大きさは変えても構いません） 

 

◆ポイント 

○近年、子どもたちは SNSやネット動画などを通じて、年齢を問わず日常的に

性に関する情報に触れるようになっている一方で、家庭で正しい知識や他者

を尊重する心を学ぶ機会は十分とはいえないのが現状です。 

○本講座では、保護者が小学生の発達段階に応じた性教育について学び、家庭

で子どもと性について自然に話し合えるようにするための具体的な知識や

伝え方を身に付けることを目的としています。 

○講座内では、申し込み時にいただいた「子どもの性に関することで困ってい

ること・聞いてみたいこと」についても講義の中で取り上げます。 

 



【問】市共生社会課 男女共同参画推進センター・ウィズ
〒998-0044 酒田市中町3-4-5（交流ひろば内）
TEL：0234-26-5616 FAX：0234-26-5617 E-mail：kyousei-with@city.sakata.lg.jp

午前 10時 から 正午 まで

交流ひろば 2階 交流室

先着20名

３名程度：満1歳から就学前児童(無料)

※10/30（金）までウィズへ

会場

対象

定員

託児

日時

お申込み

上記二次元コードから、または裏面の申込用紙に必要事項を記入の上、
ウィズまで郵送、メール、FAXまたは持参。お電話でもお申込みを受け付けます。

小学生のお子さんを持つ保護者や学校関係者など

無料参加費

令和８年度酒田市男女共同参画推進センター「ウィズ講座」

令和８年11月７日(土)

講師

助産師／性教育講師 熊坂 はつみ 氏

▲詳細は
こちら

申込開始：令和8年10月１日（木）午前9時から

小学生の「今」だからこそ知っておきたいこと

低学年・中学年・高学年、それぞれの発達や性へ
の関心、身体の変化を知り、年齢に合わせた伝
え方を学びます。

家庭でできる性教育

「正しく教えなきゃ」と身構えなくても大丈夫。
日常の会話や子どもからの質問をきっかけに、
自然に伝える方法を学びます。

自分の身体も、相手の身体も大切に

プライベートゾーンや「自分の身体は自分のもの」
という考え方を通して、自分を守ること、相手を
大切にすることの重要性を育む方法を学びます。

「イヤ」と言えること、相手の「イヤ」も大切にすること

親子やきょうだい、友達同士でも大切な「同意」。
「仲良しだから」「冗談だから」ではなく、お互いの
「イヤ」を尊重する気持ちを育む方法を学びます。

SNS・インターネットから子どもを守る 性被害から子どもを守るために、大人ができること

性的な画像や動画、知らない人とのオンライン上
でのやり取りなど、今の子どもたちを取り巻く
環境について知り、困ったときの対応を考えます。

子どもの「嫌だった」「なんか変だ」という気持ち
を否定しないこと。困ったときに安心して相談で
きる環境をつくること。子どもを守るために、大
人が知っておきたいことを学びます。



-------------------------- FAX申込書 -------------------------------

令和８年11月7日（土）開催 酒田市男女共同参画推進センター ウィズ講座

こどもを守るための性教育～小学生の時期に知っておくべきこと～

《あて先》酒田市男女共同参画推進センター・ウィズ FAX.0234-26-5617

フリガナ
氏 名

連絡先（電話番号） お住まいの市町村 年 代

～２０代・３０代・４０代
５０代・６０代・７０代～

～２０代・３０代・４０代
５０代・６０代・７０代～

託 児 希 望

お子さんのお名前
（フリガナ）年齢

※３人以上の託児を希望される方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

（ 才 ヶ月）

（ 才 ヶ月）

★託児を希望される方はご記入ください

講師紹介 この講座はこんな方におすすめです

【お問い合わせ】
市共生社会課 男女共同参画推進センター・ウィズ
〒998-0044 酒田市中町3-4-5（交流ひろば内）
TEL：0234-26-5616 FAX：0234-26-5617
E-mail：kyousei-with@city.sakata.lg.jp

こどもに性について、どう伝えたらいいのか

     わからない
「まだ小学生だから、性教育は早い？」と

     迷っている
こどもから性に関する質問をされたときの

     答え方を知りたい
第二次性徴や思春期に向けて、何を伝えて

     おけばいいか知りたい
SNSやインターネット上の性情報からこども

     を守る方法を知りたい
性教育について、「難しそう」「何から始めれば

     いい？」と感じている

看護師歴19年・助産師歴12年／性教育講師

病後児看護師兼助産師。
子育て支援センターにて９年間勤務し、地域に根ざした
子育て支援に携わる。
看護師・助産師としての経験を活かし、現在は「正しい
知識で性教育をポジティブに」をテーマに、全国で性教
育講座を開催。
親しみやすい語り口と、どんな質問にもフランクに答え
るスタイルが好評を得ている。

「性のこと、どう話せばいい？」
「まだ小学生だから、早い？」
「SNSやネットから、どう守る？」

その疑問、一緒に考えてみませんか？

※いただいた個人情報は、本講座以外の目的では使用いたしません。



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

 

酒田市前田福祉賞および酒田市社会福祉協議会 

表彰式典を開催します 
 

 

 このたび、第 36回酒田市前田福祉賞および令和 8年度酒田市社会福祉協議会

表彰式典を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時／11月 5日（木）午前 10時～ 

場 所／酒田市地域福祉センター2階 大会議室（新橋二丁目 1-19） 

◆同日午前 11時 30分から 2階役員室にて、酒田「小さな親切」の会 車椅子贈

呈式が執り行われる予定です。 

 

 

 

 

 

 

◆ポイント 

○酒田市前田福祉賞は、前田巌氏のご遺志により、ご寄付いただいた前田福祉

基金を活用して、長年にわたり地道な社会福祉活動を行っている個人、団体

に対して授与するものです。 

○酒田市社会福祉協議会表彰、感謝状は、社会福祉協議会役員、自治会、民生

児童委員、福祉団体役員、福祉協力員など、長年にわたり社会福祉事業の振

興に尽力された方に授与するものです。 

○今回の受賞者数は下記のとおりです。 

  酒田市前田福祉賞 1団体・2個人 

  酒田市社会福祉協議会表彰 31個人 

  酒田市社会福祉協議会感謝状 6個人 

 

●お問い合わせ 

【酒田市前田福祉賞】 

 地域福祉課 佐藤洋人 TEL 26-5731 

【酒田市社会福祉協議会表彰】 

 酒田市社会福祉協議会 

  総務課 森本真奈美 TEL 23-5765 



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

第 59 回ひらた文化祭を開催します 

 

 このたび、第 59回ひらた文化祭を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

〇催し部門（１１月２日） 

 

 

【催し部門（11月 3日）】 

・市民ステージ発表会 

・日本の芸能を楽しむ会 

・お茶会 

・東部中ショップ inひらた文化祭 

【体験部門（11月 3日）】＜参加者募集中！！＞ 

・庄内さしこ体験 

・生け花体験 

・土人形絵付け体験 

【展示部門】 

・市民作品展・さしこ展（10月 24日～11月 3日） 

・さしこ展（10月 31日～11月 3日） 

・生け花展（11月 1日～3日） 

◆詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

 

 

●お問い合わせ 

ひらた文化祭実行委員会事務局（平田総合

支所地域振興係内）瀬尾 

TEL 52-3910 FAX 52-3116 

Eメール hirata@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○ひらた文化祭では「催し部門」「体験部門」「展示部門」とさまざまなイベン

トを企画しています。 

〇催し部門では、東部中学校の生徒が授業で作成したさしこ品、竹あかりや竹

細工、ミサンガなどを販売する「東部中ショップ in ひらた文化祭」を開催

します。 

〇体験部門では、平田地域のサークルが講師となり、庄内さしこ体験・生け花

体験・土人形絵付け体験の 3つを体験できます。 

 

 







 

 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

 

生涯学習まつり 2026 を開催します 

 

 

 このたび、生涯学習まつり 2026を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時／10月 24日（土）午前 9時～午後 4時 

25日（日）午前 9時～午後 3時 

場 所／総合文化センター 

内 容／47 のサークル・団体の活動発表。全館でたくさんの展示や発表を見る

ことができます 

 

 

 

●お問い合わせ 

社会教育課社会教育係（総合文化センター内）尾形 

TEL 24-2993 FAX 24-5780 

Eメール shakai@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○市内で活動する生涯学習サークル・団体が、日ごろの学習成果を発表する、

年に一度の祭典です。 

○文化センターを拠点に活動するアマチュア演劇集団が初参加し、朗読劇を披

露します。 

○特別企画として、令和 6 年 7 月大雨災害の被害を受けた大沢地区で滞在制

作を行ったアーティスト・イン・レジデンスによる作品展示を行います。 

○市民一人ひとりの生涯学習への意欲を高め、学習活動への参加を促進しま

す。 



 

令和 8年 10月 19日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

酒田市休日診療所 11月の診療日のお知らせ 

 

このことについて、下記のとおりとなりますので、周知方よろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療時間／ 

①発熱あり（熱が 37.5℃以上）電話予約制 

受付時間／午前 8時 30分～11時 

診療時間／午前 9時 30分～11時 30分 

 ②発熱なし 

受付時間／午前 8時 30分～11時 30分 

診療時間／午前 9時～9時 30分、11時 30分～正午 

場 所／船場町二丁目 1-31 市民健康センター別館 

電 話／0234-21-5225（診療日のみ）、平日の問い合わせ 0234-24-5733 

 

診療時間や診療体制は変更になる場合があります。 

詳細につきましては、市ホームページや LINEなどでお知らせします。 

 

◆待合室において検温を行い、職員が誘導します。 

◆マイナ保険証または資格確認書を忘れずに持参してください。 

◆会社や学校に提出する診断書は発行しません。 

◆交通事故や労働災害については診療できません。 

 

11月の診療日／ 

1日（日）、3日（祝）、8日(日)、15日（日）、 

22日（日）、23日（祝）、29日（日） 

 

○診療時間を午前中のみに短縮しています。 

○発熱症状の有無により、時間を分けて診療しています。発熱症状のある方（熱

が 37.5℃以上）は、来院する前に電話で診察の予約が必要となります。 

 

●お問い合わせ 

健康課健康係 菅原碧空 

TEL 24-5733 FAX 24-5778 

Eメール kenko@city.sakata.lg.jp 
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